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序章 論理回路とは

1 ディジタル機器が全盛
2 身の回りの論理回路
3 ディジタル化のメリット
4 アナログ回路はなくならない
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2 基数の変換
3 ２進数と16進数の計算
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2 スイッチによるANDとOR
3 リレーによるANDとOR
4 トランジスタによる論理素子
5 様々な論理素子
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9 チャタリング除去
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6 多ビット加算回路から作るインクリメント回路

7 EXORの利用

8 セレクタとは
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10 ４方向セレクタ

11 バス切り替え回路

12 エンコーダとデコーダ

13 エンコーダの例

14 デコーダの例
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第１０章 ステートマシン


	論理回路基礎　　目次
	論理回路基礎　　目次

